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基本理念

『 人と学び、本と学び、

“居心地の良さ”を感じられる図書館 』

コンセプト

1. 「知りたい」「学びたい」を支える

2. 人と文化をつなぐ

3. 居場所づくり

4. 新たな出会いを作る

基本方針
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新たな図書館サービス①

わかりやすい配架の検討

現在の配架方法（日本十進分類法）を採用しながら、より本を探しやすく、利用し
やすい図書館を作っていくために、各エリアごとのサイン表示、子どもたちにもわ
かりやすいように分類の言い換えを検討します。

自動貸出機の導入の検討

図書を借りる際のプライバシーを配慮して、誰もが自分の借りたい本を迷わず借り
ることができるように自動貸出機の導入を検討します。自動貸出機の導入により、
貸出図書数の増加、図書館職員の負担の軽減についても期待します。

学校図書館の支援

市内小学校における学校図書館において、市立図書館の司書職員が赴き、支援を行
います。工事中1年間実地で整備、その後はDXを活用した支援・助言により小学生
にとって一番身近な図書館をより充実した環境へ整備します。
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新たな図書館サービス②

図書館事業への市民参加

より親しみ深く、利用者とともに成長できる図書館となるように利用者が参加でき
るような企画を行います。
例）利用者がおすすめする本を配架する企画棚、図書館の名前の公募

市内文化施設との連携強化

南側駐車場のSL広場の活用などから、他文化施設との連携事業を強化し、直方市に
おける文化振興の拠点が図書館となるような仕組み作りに努めます。また、SLや筑
豊文庫など地域に歴史に関するコーナーを設ける。

参考：長野県小布施町立図書館
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市内公共施設における書架の設置

市内の各公共施設において、その施設に関連した本などを配架する書架を設置し、
市内のあらゆる場所で本にふれることができる環境を整備し、市内の読書活動の推
進に努めます。



新たな図書館サービス③

○○してはいけないをなくす

図書館の利用において、話してはいけない・飲食してはいけないなどといった禁止
事項を緩和し、居心地のいい空間づくりに努めます。また、従来通り静かに読書や
学習したい人のためにサイレントルームを設けます。

自由な使い方ができる空間づくり
現在筑豊文庫として活用している居室を自由な使い方ができる多目的ルーム（仮）
として整備します。あえて用途を限定しないことで、利用者それぞれが思い思いの
使い方で利用し、文化の創造や中高生の活躍の場となっていくことを期待します。
また、土日祝等様々なイベントが催され、図書館内での活気や交流が生まれていく
ような活用法を検討します。
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コンセプトにつなぐ内装リニューアル

「知りたい」「学びたい」を支える

1
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新たな出会いをつくる

４

テーマごとの区画分け

「道」で導線づくり

親子の憩いの場

多目的ルーム（仮）

談話・交流エリア
南側駐車場の広場整備
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内装リニューアル①

参考：鹿児島市天文館図書館

テーマごとの区画分け

テーマやジャンルごとに明確に区画分けすることで、
利用者が求めている本を容易に探すことができるよう
な環境づくりに努めます。
区画分けについては、テーマ・ジャンルごとに色や什
器を使い分ける等視覚的に分かりやすい意匠を検討し
ます。

「道」で視覚的な導線づくり

正面入口から南側出入り口にかけて、「道」を設ける
ことで利用者を誘導し、左右に配置した書架を探しや
すく整理します。また、書架の側面に中央公民館・郷
土資料室の展示物や直方市美術館の展示物の一部を展
示することで、各館の宣伝効果も期待できると考える。

参考：那珂川市立図書館
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内装リニューアル②

親子の憩いの場

小さな子どもが靴を脱いで遊びながら絵本を読むこと
ができ、親子の憩いの場となるようなスペースを設け
ます。現在のお話コーナー付近に絵本や児童書を配架
しているが、その区画を整理し、「かぞく（仮）」の
テーマで絵本や児童書、現在家庭コーナーとして配架
されている本をまとめます。

参考：熊本県不知火図書館

多目的ルーム（仮）

現在筑豊文庫となっているスペースを多目的ルーム
（仮）として改修します。あえて用途を限定しないス
ペースとすることで、自由な使い方ができるようにし、
学習や会議、創作・研究活動、各種イベントの実施等
から図書館における活気や交流づくりに貢献できるよ
う環境整備を行います。

参考：那珂川市立図書館
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内装リニューアル③

談話・交流エリア

小ホール前から図書館ロビーにかけて、現在複数人掛
けの机・椅子を配置し、子どもの居場所づくりとして
いるが、談話・交流エリアとして整備し、より市民の
憩いの場となるような空間づくりを目指します。

『利用のしやすさ』『居心地の良さ』
『交流促進』

をキーワードに内装のリニューアルを実施

予定がない日にふと行きたくなる図書館へ

参考：ヘルシンキ図書館

10

参考：牧之原市立図書館



レイアウト（案）

新

旧

・居室の用途変更
・床装飾の変更
・書架配置の変更

など
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内装要望 ※参考資料

居室の用途変更

方針：現在の利用状況を考慮し、求められている機能の充実を目指します。

２階会議室

筑豊文庫資料室

畳コーナー

対面朗読室

車庫

多目的ルーム（仮）

サイレントルーム

対面朗読室

授乳室

書庫
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内装要望 ※参考資料

書架の検討

方針：既存の配架図書数を維持しつつ、配置・書架の種類によって書架数を減らし、
ゆとりのある空間づくりを目指す。

参考：熊本県 不知火図書館

壁面を活用し、天井に届くまでの背の高い書架を採用しており、

開架図書数を高く保ちつつ、閲覧スペースを広く確保できている。

参考：熊本県 荒尾市立図書館

渦潮をイメージした、弧の形になっている書架を採用しており、

魅せる書架になっているほか、区画分けの分かりやすさも演出

している。
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内装要望 ※参考資料

机・椅子の検討

方針：書架の見直しによってゆとりのできた空間を有効活用し、本を読むだけではな
く、勉強や仕事など様々な用途で利用ができる机や椅子の配置を目指す。

参考：福智町立図書館 参考：宮若市立図書館 参考：田川市立図書館

四人掛けの机を多く配置し、
間仕切りのある机では、一人
でも利用がしやすいような工
夫がされている。

6人掛けの机を壁沿いに並べ、
個人でもグループでも利用し
やすい印象。電源が内蔵され
ており、PCでの作業など多様
な使い方ができる。

1人掛けの机を多数配置し、
一人で集中して読書や学習が
できるような環境づくりがさ
れている。
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内装要望 ※参考資料

石炭記念館及び筑豊文庫の資料の配架

方針：歴史コーナー（仮）として、石炭記念館や筑豊文庫にある貴重な資料の配架を行う。

SL広場と連動
SL広場より近く、窓からもSLが見える書架に配置する。

配架場所
書架上段２段ほどを閲覧可能な資料にし、その他石炭記念館に関する
パネルなどを展示しコーナーを演出する。

保管場所
閲覧に注意が必要な貴重な資料を湿度・温度に配慮した書庫で保管す
る。

参考：板橋区立中央図書館



 

直方市立図書館改修工事基本構想 
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Ⅰ．直方市立図書館改修工事基本構想策定の背景と意義   

 直方市立図書館は、昭和６年度の市政施行に伴い「直方町立図書館」

から「直方市立図書館」となり、昭和３４年９月、直方市日吉町に移転

しました。その後、平成１３年４月に現在の市立図書館が竣工し、同年

７月より会館しました。直方市立図書館は開館してからこれまで、市の

社会教育を支える施設として多くの市民に利用されてきましたが、社会

の変化や建物・設備の老朽化が進む中で、施設整備とサービスの転換の

両面において積極的な対応が求められています。 

 そこで、単に施設の不具合を解消するための修繕工事とするのではな

く、地域の状況や図書館を取り巻く世間の流行を考慮した、よりよい新

たな図書館にするために、図書館のあり方やサービスについて改めて考

え、施設・サービスを含めリニューアルするための改修工事を行うこと

としました。 

 改修後の市立図書館は、読書活動の推進や市の文化振興を支える社会

教育施設であるとともに、読書を目的としていなくても気軽に立ち寄り

たいと思えるような、市民のよき居場所となる施設づくりを目指しま

す。 
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Ⅱ．メインコンセプト（基本理念）              

 

『人と学び、本と学び、居心地の良さを感じられる図書館』 

  

市立図書館において、読書活動の推進は担うべき大きな役割の一つで

す。改修後もより一層こういった役割を果たすため、新たな「本」との

出会いの支援や読書をしやすい環境づくりを目指します。また、改修後

の市立図書館では、「本」との出会いだけでなく、「人」との出会いや交

流から生まれる学びを育む場所としての機能を果たせるような環境づく

りを目指し、市民が集う憩いの場となることを期待しています。 

 「本」や「人」に象徴されるさまざまなつながりを育む場としての図

書館は、互いを拘束しあうような窮屈なものではありません。一人ひと

りの時間と空間を大切にしながら、誰もが「居心地の良さ」を実感でき

るような場所になることも大切なことであると考えています。 
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Ⅲ．メインコンセプトを実現するための基本方針      

１．「知りたい」「学びたい」を支える 

 読書や自習など、学習の場としての図書館のサービス、机や椅子など

の環境整備を実施します。図書館内のサイン表示や分かりやすく探しや

すい本の配架方法を検討し、誰もが利用しやすい施設に改修します。 

 また、授乳室を家族のコーナー近くに設置することや絵本コーナーに

おいて靴を脱いでこどもと遊びながら絵本に触れることができるような

空間づくりを行い、子育て世代にとっても利用しやすい図書館とするこ

とを検討します。 

 レイアウトや設備といったハード面だけでなく、一人ひとりが他の利

用者の気持ちを理解し、誰もが気持ちよく利用できるような環境づくり

についても検討し、利用者とともに成長できる図書館を目指します。 

 

２．人と文化をつなぐ 

 本市で紡がれてきた、炭鉱で栄えた歴史や文化の足跡は市民が未来に

誇れる文化的な財産です。こうした歴史や文化について、学んだり関心

を高めたりしてもらうだけでなく、今後も活発な文化活動が行われ、新

たなつながりや歴史が育まれていくための支援を行っていきます。図書

館敷地内における講演会や体験会などのイベントの実施、それに付随し

た展示などを他の文化施設と連携して行い、文化振興の起点となる図書

館を目指します。 
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３．よき居場所づくり 

 市民が気軽に立ち寄れるような内装・設備等の環境を整え、図書館駐

車場には人工芝を敷いた広場を設けるなど、図書館内だけでなく屋外で

も読書を楽しめるように外構の整備を行います。また、読書を目的とし

ていなくても来館したいと思ってもらえるような環境づくり、仕組み作

りを検討します。施策として、飲み物や軽食等を提供する自動販売機の

設置や飲食可能コーナーの整備等を検討します。 

  

４．新たな出会いの創出 

 配架方法の工夫や市立図書館で行われるイベント等を通して、自分の

新たな興味との出会いの場をハード面やサービスの観点から検討しま

す。また、人と人とのつながりや交流を生み出すための環境整備や仕組

みづくりを目指します。利用者同士の交流を促進するための施策とし

て、利用者が勧める本を配架する企画棚の導入等を検討します。 
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Ⅳ．新たなサービスの重点事項               

１．わかりやすい配架の検討 

 図書館のリニューアルに伴い、あらゆる世代にとってわかりやすい図

書の配架を検討します。現在の配架方法としては、日本十進分類法を採

用しており、これは日本全国ほとんどの図書館で採用されている方法で

す。この配架方法で探すことに慣れていれば、全国のほとんどの図書館

に行っても図書を容易に探すことができるというメリットはあるもの

の、分類が難しいこと、ＤＸ関連等新規のジャンルには対応していない

ことなど、慣れていない人にとってはわかりづらい配架となっているの

も事実です。今回のリニューアルにあたって、これらの分類方法自体は

変えずに、サイン表示や分類の言い換えなど視覚的にわかりやすくする

工夫を検討します。 

 

２．自動貸出機の導入の検討 

 現在市立図書館での本の貸出は、カウンターでの対人による対応しか

行っていませんが、利用者の中には自分の借りた本を見られたくないと

いった心理もあり、プライバシーの配慮が必要です。 

 今回のリニューアルにあたって、自動貸出機を導入することで、そう

いった利用者のニーズに応え、誰もが自分の借りたい本を迷わず借りる

ことができる環境をつくります。自動貸出機の導入により、貸出図書数

の増加や図書館職員の負担の軽減についても期待しています。 
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３．学校図書館の支援 

 市立図書館を改修する令和 9年度において、市立図書館で働く司書の

職員を各小学校の学校図書館に派遣します。司書による学校図書館の整

備を行うことで、子どもたちの読書への関心を向上させることを目的と

しています。現在直方市では、学校図書館に司書の職員の配置はなく、

それぞれの学校で担当となった教員が対応している状況です。小学生時

の読書週間の形成において、学校図書館は非常に大きな役割を持つもの

であると考えます。そんな中で、本市の学校図書館の運営は充実してい

るとはいえないため、一年間であっても司書が整備をすることで大きな

効果が期待できると考えています。工事竣工後も定期的に市立図書館の

司書が学校図書館の援助に赴き、質の高い学校図書館を維持していくこ

とのきっかけとなるよう努めます。 

 

４．図書館事業への市民参加 

 図書館リニューアルの基本方針である、「人と文化をつなぐ」、「新しい

出会いをつくる」を達成するためには、図書館事業への市民の積極的な

参加が必要不可欠であると考えています。そのため、利用者の市民が考

案した企画棚の設置や改修後の図書館の名前の公募など自らが市立図書

館の事業に参加しているという意識を持てるような試みを検討し、より

市立図書館が市民に近い施設となるよう努めます。 
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５．市内文化施設との連携事業 

 市内文化施設との連携事業を強化し、文化振興の拠点となるような施

設づくりに努めます。図書館南側駐車場において、SLが設置された広場

整備を行うため、それらを活用した石炭記念館との連携事業や美術館と

の連携事業の実施が考えられます。また、図書館内において美術館の美

術品や中央公民館郷土資料室の資料の展示、SL関連の資料の展示などを

行い、市立図書館が文化振興の拠点となるような仕組みづくりに努めま

す。 

 

６．市内公共施設における書架の設置 

 ユメニティのおがたや石炭記念館などの市内文化施設、中央公民館や

市立体育館などといった市内の公共施設において、関連図書を配架する

ことで、図書館内から各施設への導入だけでなく各施設から図書館への

導入、利用の促進を図り図書館を通じた市内の文化・教育の振興に寄与

できるような仕組みづくりに努めます。 

 また、市立図書館に来ることができない方にとっても身近に読書がで

きる環境づくりという点においても効果を期待しています。 
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７．○○してはいけないをなくす 

 市立図書館の利用について、飲食や学習できるスペースの制限、学習

室利用の制限、話すのは控えるなどといったルールがありますが、改修

後の市立図書館では、こういった禁止事項を緩和し、誰もが居心地のい

い空間づくりに努めます。しかし、すべての禁止事項を緩和・なくすわ

けではなく、利用者の一人ひとりが他の利用者を気遣い、すべての人が

気持ちよく利用ができるような施設づくり・ルールづくりを検討しま

す。 

 

８．自由な使い方ができる空間づくり 

 現在筑豊文庫として活用している居室を自由な使い方ができる多目的

ルームとして整備します。あえて用途を限定しないことで、利用者それ

ぞれが思い思いの使い方で利用し、文化の創造や中高生の活躍の場とな

っていくことを期待します。また、土日祝等様々なイベントが催され、

図書館内での活気や交流が生まれていくような活用を検討します。 
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Ⅴ．施設整備の基本方針                  

 メインコンセプトの実現のため実施する新たなサービスを踏まえ、それ

らを叶えることを念頭に置いて、目的のある施設整備を実施します。施設

整備においては、現在の利用者のニーズ、現在は利用が少ない市民のニー

ズを把握するために実施した、アンケート調査をもとに計画を行っていま

す。 

 

１．施設整備の重点事項 

 施設整備において、メインコンセプトを実現するための基本方針に対応

した重点事項として、以下の６つを挙げます。 

  

① テーマごとの区画分け 

テーマやジャンルごとに明確に区画分けをすることで利用者が 

求めている本を容易に探すことができるような環境づくりに努めます。

区画分けについては、テーマ・ジャンルごとに壁や床の色や什器を使い

分ける等視覚的に分かりやすい意匠を検討します。 

 

② 「道」で視覚的な導線づくり 

正面入り口から南側出入り口にかけて、「道」を設けることで利 

用者を誘導し、左右に配置した書架を探しやすく整理します。また、書

架の側面に直方市中央公民館（郷土資料室）の展示物や直方市美術館の
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収蔵品の一部を展示することで、各館の宣伝効果も期待できるのではな

いかと考えています。 

 

③ 親子の憩いの場 

小さな子どもを連れた家族が靴を脱いで遊びながら絵本を読む 

ことができ、親子の憩いの場となるようなスペースを設けます。現在の

お話コーナー付近に絵本や児童書を配架していますが、その区画を整理

し、「かぞく（仮）」などのテーマで絵本や児童書、現在家庭コーナーと

して配架されている本をまとめます。 

 

④ 多目的ルーム（仮） 

現在筑豊文庫となっているスペースを多目的ルーム（仮称）とし 

て改修します。あえて用途を限定しないスペースとすることで、自由な

使い方ができるようにし、学習や会議、創作・研究活動、各種イベント

の実施等から図書館における活気や交流づくりに貢献できるよう環境

整備を行います。 

 

⑤ 談話交流エリア 

小ホール前から図書館ロビーにかけて、現在複数人掛けの机を配置 

し、子どもの居場所づくりとしているがその機能の拡充、より居心地の

いい空間づくりを検討し、話しながら読書や学習、休憩ができる談話・
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絵本

お話コーナー 絵

本

階段

サイレントルーム

EV EV 多目的ルーム 出

入

口

テラス

2階
おやこの憩いの場

授　乳　室

読

書

サ

ポ

ー

ト

ル

ー

ム

受付カウンター

事

務

室正

面

入

口

        

   

   

   

道

こども

くらし

（現：家庭コーナー）

文学

趣味

青少年視

聴

覚

歴

史

・

SL
研究

（自然科学・社会科学など）

マンガ

（混配にならない児童書）

交流エリアとして、より多くの市民の憩いの場となるよう環境整備を行

います。 

 

⑥ 南側駐車場の広場整備 

南側駐車場において、駐車台数を増加させるとともに蒸気機関 

車（ＳＬ）をシンボリックに配置し、広場整備を行います。広場には人

工芝を敷くなど、図書館で借りた本を外でゆっくり読むことができるよ

うな広場として整備を行います。また、蒸気機関車を活用した他文化施

設との連携事業などを行い、直方市が持つ歴史や文化の振興に貢献しま

す。 

 

２．レイアウト案 

 改修後の図書館のレイアウト案は以下のとおりです。 
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 サービス事業の転換に伴い、居室の用途も以下のように変更します。 

 

① 筑豊文庫資料室 ⇒ 多目的ルーム（仮） 

   現在利用者が限られている筑豊文庫資料室を多目的ルーム（仮）と

し、自由な使い方ができるスペースとします。 

 

② 2階会議室 ⇒ サイレントルーム 

   現在書庫として活用している 2 階会議室をサイレントルームに改

修します。 

   この改修によって 2 階会議室に格納されていた本の行き場につい

ては、既存書庫の格納数の増量によって対応します。 

 

③ 畳コーナー ⇒ 対面朗読室、書架 

   畳コーナーについては、畳の劣化や利用者数の減少から半分を対

面朗読室、残りをフローリング等整備し、書架を配置できるようにし

ます。対面朗読室については、現在事務室横に位置し利用頻度は高く

はありませんが、バリアフリーの観点から図書館に必要な機能である

と考えています。 

 

④ 対面朗読室 ⇒ 授乳室 

   現在対面朗読室として利用されている居室を授乳室として活用し

ます。理由としては、おはなしコーナーや絵本コーナーなど子ども向
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けの書籍やイベントスペースからの導線や水場の近さなどを考慮し

たためです。 

 

⑤ 車庫 ⇒ 書庫 

   車庫として利用しているスペースについては、消防法上の問題もあ

り車庫として適切ではないことと、図書館内において書庫が不足して

いる現状を踏まえ、本を保存するのに適した環境を整え書庫として改

修します。 

 

３．内装検討 

 ①書架について 

書架については、既存の配架図書数を減らすことなく、壁面の活用や

書架に背の高い什器を活用するなどで書架数を減らし、ゆとりのある空

間づくりに努めます。 

 

②机・椅子について 

  既存の机や椅子の数を増やすことを前提として、複数人掛けの 

ものや一人掛けのもの、電源が内蔵されたものなど様々な用途に対 

応できるように配置を検討します。また、各区画の利用者層や利用 

目的を踏まえたデザイン・配置を検討します。 
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基本

構想
基本設計及び実施設計

ユメニティのおがた改修工事期間

市立図書館改修工事期間

③照明について 

   現在成人閲覧室の照明は、書架に付属した照明のみとなっており、

曇天時や夕方時などには照度が足りない状況となっており、薄暗い印

象を与える空間となっています。今回の改修において、全体的に明る

い印象を与えられるような照明を検討し、明るく過ごしやすい空間づ

くりに努めます。 

 

 ④石炭記念館および筑豊文庫の資料の配架 

   南側駐車場における蒸気機関車（ＳＬ）や石炭記念館、筑豊文庫な

ど地域の歴史に関する展示・配架を行うコーナーを設けます。図書だ

けでなく、写真などのパネル展示からより地域の歴史にふれることが

できる仕組みづくりを検討します。 

 

Ⅵ．今後のスケジュール                   

 以下のスケジュールでの工事を予定しています。 
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直方市教育方綱

⑧引

　

事業理念

未来を拓く

　　

⑧２ 事業概要

Ｔ 事業の目的

◎置就業饗繋′子どもたちが興味関心を世界に広げるとともに、 海外の文化・
に触れることで多様な感性を育み、 未来の選択肢を増やすこと

　　　

アントレプレナーシップ （起業家精神） の醸成をテーマとしたプ□グラムを体

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
すること

芸術・自然

新しいＢ溺モをたくましく生き抜く人づくり

「． 時代の変化を見据えた教育への変革と推進

２． 可能性を引き出し、才能を伸ばす教育の推進

３． 文化を尊重し、
ゞ国際性と豊かなコミュニケーション力を育む教育の推進

４． すべての人の幸せをかなえる教育の推進

５． よりよい自己実現をめざし、 生涯学び続ける力を育む教育の推進

　　　　　　　　　　

‐ゾ

　

事業創設の趣旨

教育大綱の実現のために

本市では、 「未来を拓〈～新しい時代をたくまし〈生き抜く人づくり～」を教育大綱に掲げています。

了 テーマ

世界警醒窓室奮幽霊昇二壁を〆
了 アントレプレナーシップ教育とは

自らの人生を切り拓き、よりよく自己実現を果たす力を持つ人材の育成が、地域の未来を

　

メド
切り拓いていく力となるものと考え、これまでの手法や慣習にとらわれない教育の改革、そのための投資
を行い、未来をたくましく生き抜く人づくりのための教育施策を推進します。

ＶＵＣＡの時代に子ども達に必要な力

　

昨今では、世界情勢の変化やＡ１（人工知能）などテクノ□ジーの急速な進展により、物事の不確実性が
高く急激な変化が起こる時代であり、将来の予測が困難な状況にあります。ＶＵＣＡと呼ばれるこの時代に
子どもたちにとって本当に必要な「生きる力」を育むことを目的に本事業を創設しました。

子ども達の未来の選択肢を増やす

　

家庭や学校以外での体験が子どもたちの未来に与える影響は計り知れません。直方市に住む子どもたち
が置かれた環境に関わらず、自分自身の新たな可能性を見出し、より多くの選択肢から自らの力で進みた
い道を選び取ることが出来る機会作りを目指します。

起業家 （アントレプレナー） に必要とされる精神 【チャレンジ精神・創造性・探究心】 や
資質・能力 【′情報収集・分析力・判断力・実行力・リーダーシップ‐コミュニケーション
能力】 の育成に着目した 「生きる力」 を育てる教育です。 不確実性が高く将来の予測が困
難なこれからの時代においても、 自分の強みや輝ける環境を認識し、 変化の中に機会を見
出して自らイノベーションを起こすことで未来を切り拓いていくことができる人材の育成
を目的としています。

Ｔ派遣先選定理由

フィンランドの学校で大切にされているものは 「未来を描く力」 「自分で自分の人生を切
り拓く力」 「自分の人生を主体的に作る力」 です。 自分自身のことをよく知り、 自分の
「好き」 や 「得意」 が社会とどう繋がっていくかを考える教育が実践されています。 『自
分自身と誰かのために新しいものを創造する・変革を起二す。』 これがフィンランド流の
「アントレプレナーシップ （起業家精神）」 と呼ばれるものです。 世界最高水準の教育現
場で 「生きる力」 を学ぶことは、 本市の子ども達が新たな価値観に触れ、 未来への可能性
を広げるきっかけとなると考えています。 この約「週間の旅では、 日本とは全く異なる環境
でたくさんの刺激を受けながら、 異文化体験と国際交流を通して、 楽しく 「アントレプレ
ナーシップ」 を学びます。



〒事業概要

１：瞳臓護摩－

　　　　　
　　　
　　　　　　　
　　　　　
　　　　　
　　　　　

直方市教育委員会

業務委託

市内在住の中学１～３年生

フィンランド（ヘルシンキ周辺）

４月１日 （月） ～２４日 （水）

８月１８日 （日）～２５日（日）

８人

無料

きタ
ｙ／ダリ

漠然と 「海外へ行ってみる」
だけではなく、 世界最高水準
の教育を実践する、 アントレ
プレナーシップ教育の先進国
であるフィンラン ドならでは
のプ□グラム設計。

⑨③ 派遣団員紹介

をつけたい

★日本とは違う生活スタイルや価
値観などに触れ 異なる環境でも
柔軟に対応できるようになりたい

とは違う生活スタイルや価
どに触れ 異なる環境でも
、応できるようになりたい柔軟に対応できるようになりたい

Ｊ

　　

野吾

　

蒼矢

　

さん

★自分の将来を決める材料をこ
体験を通じて探したい

★将来の夢である「作曲家」を目
指すのか、勉強して進学していく
のか、体験を通じて考えたい

　　

近藤

　

輝倒

　

さ

★いろんな人の話を聴き、
め、取り入れて

★現地では、云
から声をかけた

入れていく力をつけたい

から声をかけたい

三二
直方第一中学校
教 頭

　

堀

　

恋 文

ず

　

－

　　

＼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

▼
　　　

　

　　　　　　　　　≦嘉納＼　　　　　　

　

泰も

　

　

　　　　　　　 　　　

　

　

　

りたい

　

★リーダーシップ、判断力、チャ

　

レンジ精神など、「生きる力」を

　

学びたい

　　

・

　

直方第三中学校

　

３年生

　　

野原

　

業苅

　

さん

　

★人生の基盤となる小学校教育を

　　

‘

　

探求したり、これからの自分の人

　

生について考えたい

☆コミュニケーション力や実行力

　

などを学びたい

　　　　　　　　

　　　

豊 参加負担金無料

もが挑戦しやすい機会の提
を目指し、渡航費用を含む
ての費用を市が負担。

（※パスポート取得費用やお
小遣い等の個人的な費用は除
く。）

？応募条件

　　 　　　　　　

　

　
『や二・ 靴一望メ ー

ふ
～
給

　　

　　　　　　　　　　　　　

塁 多彩な体服活動

観光地の周遊やホームステイ
をメインとした研修ではな
く、 自然・文化・歴史・教育
の分野に渡り、１週間で余す
ところなく体験できる多角的
な刺激が盛り沢山の内容。

本事業は、 国際社会での活躍を目指し、 将来的に地域社会に貢献する意欲のあ
る中学生を対象とＬています。 プログラム終了後もチャレンジ精神と学習意欲を
持って学校や地域において派遣体験を積極的に生かそうとする意志があることを
前提に、 以下の条件をすべて満たすことを応募条件とします。

１．本事業の応募から報告会の終了まで、 市内に在住している中学１～３年生

２．応募者本人が積極的に海外派遣を希望し、保護者の同意・協力が得られる者

３．事前・事後研修を含めた全てのプ□グラムに参加できる者

４．心身ともに健康で、渡航および海外滞在期間の生活に適応でき、生活面で自己管理ができる者

５．本事業の計画に従し、、規律ある団体行勤がとれる協調性がある者

？ 選考方法．応募数

【１次】 書類選考
【２次】 面接選考

応募数
受験数

５２人

　

通過者：「５人

「５人

　

通過者： ８人

　

運営形態

　

【主催】 直方市教育委員会

　

【企画・実施】 業務委託 （公募型 プ□ボーザルによる提案方式により業者選定）

　　　 　

　

　　 　

　

　
来を決める材料をこの

　　

豊・ 鍋蓋為審議票とて探したい

　　　　　　　　　　　　　

～

である「作曲家」を目

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

★異国の教育に触れ

　

自分自身の

　　　

＼

警謝蕃讐たまいく

　　　　　

璽議 握 憶の自分の
＝－

≦ 」〆

嘉穂高等学校附属中学校３年生

　　

山際 さゆり

　

さん

　　　　　

糧

　

☆自分の新しい可能性や能力を見

　　　　　

１

　

つけて、将来の夢を具体化したい

　

★貴重なこの体験を全力で楽しん

　

で、学んだことを未来に活かした

　

し、

　　

直方第三中学校
教諭

　

若林

　

映江
直方市教育委員会
教育部長熊井康之



⑧４ 事業者紹介

　　　　　　　　　
商

　　

号 タイガーモプ株式会社

　

Ｔ

　

Ｅ

　

Ｌ ０５０‐１７５１‐２０３７

所 在 地 東京都渋谷区神山町５‐２ｏｚ１ＮＥＹｏＹｏＧ－－ＫｏＥＮ１Ｂ

　

鱒
設

　

立

　

日

　　

２０１６年４月

事業内容

　

多言三夫鐸参議ノ肇贈鴇”；；ジ夢叢教室塞策
役

　　

員

　　

共同代表取締役ＣＥＯ菊地 恵理子／共同代表取締役ＣＯＯ中村 寛大

顧

　　

問

　　

元国連事務次長 明石 康／元ソニーマーケティング社長、 日本トイザらスＣＥＯ小寺圭

　　

⑧ ５ スケジュール

▽ 全体スケジュール

日時 内容

ＣＥＯ 菊地 恵理３

ｔｉ世１１リ．デー凸創出

　

累計５０００名
海外インターンシップ

、

　　　　　　

Ｎｏ，

　　　　　　

」
もぎニニミミ－－ｒ さも～一

ふき｛

内閣府
青年国際交流事業検討委員

関西学院大学総合政策部、”Ａｓｇｗ地政
学プログラム．卒。在学中は中国での留
学・インターンシップや８カ国を周る一
人旅を実施。その後、人材会社に入社
し

　

２年目に海外事業部を起ち上げ、タ
イガーモブの前進となる海外インターン
事業を始動する。約６００名を海外に送り
出した実績を経て、タイガーモブ株式会
社を設立。
インフイニテイ国際学院ナヒゲーター、
情報経営イノベーション専門職大学
［ＩＵ】客員教授、２０２２年度内閣府青年
国際交流事業の在り方検討会雲風。
２０１７年全国商工会鱗所女性会連合会主
俊女性起業家大賞スタートアップ部門特
別賞‐ 副Ｗｉｎｎｌｎ９Ｗｏｍａｎ２０１８ファイ
ナリスト受賞。 ＣＯＯ 中村 寛大

　　

東京商工会議所

　　

女性起業家大嚢
Ｓｔａｒｔ中部門特別賞受賞．
孝三〉もごーノーズ…もご～こ

ぎ〉◆議さ

　

経済産業省
ｏｊａ（推進参画企業

栃木県出身、立教大学卒。在学中は、Ｉ

　

Ｔ
ベンチャーにてインターンを経験。新卒
で株式会社ジョブウェブへ入社、新人で
過去最高の売上記録を打ち立て、サーヒ
ス開発、スタートアップから、グローバ
ル企業まで採用支援や組織間発コンサル
ティング事業なとに取り組む。その後、
ｅコマースベンチャーにて執行役員とし
て経営に参画。ＨＲ、マーケティング、商品開発、財務なと幅広く実務・マネジ
メントを経験。
実践こそ最大の学びとなることを身をも
って体慰し、タイガーモプヘジョイン。文部科学省のＷｏｒｌｄＷョｄｅＬｅａｍＥｎｇコン
ソ冊シアムの形成や、新学科創設、カリ
キュラム編成、講師として参画し、約３０
の学校、２０００名を超える生徒の学びを
サポート。

ンシップ

　

ＥＹ ＷｉｎｎｉｎｇＷｏｍｅｎ

　　

２０１８フアイナリスト

　　

．
　　　　　　　　　　　　　

　　

文部科学省
ＷＷＬ連携企業

整え
ＶｙｏｒーｄＶＶｒｄｏＬＩ１２１ｒｎｆｎＩＪ

４月０１日 （月） ～２４日 （水） 参加者募集期間

４月１４日 （日）１０：００～１２：００

４月２６日 （金）

５月１９日 （ＥＩ）

５月２２日 （水）

６月３０日 （日）１８：００～２０：００

７月ｏ６日 （土）１８：００～２０：００

７月２５日 （木）１９：００～２１：００

８月０１日 （木）１９：００～２１：００

８月１１日 （日）１０：００～１１：００

８月１８日 （日） ～２５日 （日）

９月２８日 （土）１８：００～２０：００

１０月１２日 （土）１４：００～１６：００

１１月２９日 （金）１８：００～２０：００

１０月～１２月

１２月１４日 （土）１８：００～２０：００

１２月２１日 （土）０９：３０～１１：３０

事業説明会［中央公民館］

【１次選考】 結果通知書発送

【２次選考】 個人面接

【２次選考】 選考結果通知書発送

派遣団員顔合わせ［中央公民館］

事前研修 ① ［オンライン］

事前研修 ② ［オンライン］

事前研修 ◎ ［オンライン］

派遣団員壮行会 ［直方歳時館］

甥赫池研修 ［フィンランド］

事後研修① ［オンライン］

事後研修② ［中央公民館］

事後研修③ ［中央公民館］

報告会準備期間［各自］

報告会リハーサル ［ユメニティのおがた］

派遣団員報告会 ［ユメニティのおがた］



　　

⑧⑥ プログラムにフいてｗ 現地研修日程

日時

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

内容

「３：００ 福岡空港集合

１５：４５

　　　

福岡空港発
直方市からの派遣団員・引率者の他にタイガーモブ株式会社による－
般公募に応募したメンバーが現地で合流し、 一緒にプログラムに参
加。 現地の人からだけでなく、 年齢や職業、 参加目的も異なるメンバ
ーと約１週間を過ごすことで多くの刺激を受けました。

参加メンバー

　

につかい÷て
８月１８日（日）

　　　

１７：５ｏ 成田空港着

２３：０５ 成田空港発

０５：５５ ヘルシンキ空港着

０９：３０

　　　

０ｏｄｉツアー、 ヘルシンキ街歩き

－－

　

－－－旧－ー－－ －▲

　　

中学生１１名 （直方市８名）

　

高校生１０名

　

大学生４名

　　　　　

言．【３２名
－－－－－－－－一二榊‐

　

社会人

　

７名 （直方市３名）

　　　　

－

　　　　　　　　

タイガーモプ株式会社 スタッフ３名 （現地パートナー１名）

８月１９日 （月）

　　　

１「：００ ウェルカムランチ

　　

【Ｄａｙｌ】

　　　　　

１３：ｏｏ インタ ビューミッション

１７：００ 夕食・振り返り

２０：００ ホテルへ移動

０９：００

　　　

ヌークシオ国立公園ガイドツアー （自然体験）

年齢も職業も異なる参加メンバーが 「運命共同体」 としてフラットに
交流できるようプログラム独自のルールを設定。 移動中やホテルで過
ごす時間にさまざまなテーマで語り合う機会を作り、 交流を深めまし
た。 参加者同士で多様な価値観を認め合い、 お互いの挑戦をサポート
し合う関係を築きました。

プログラムの

　

　　　　　

８月２ｏ日 （火）

　　　

１２：００

　　　

ランチ、 サウナやアクティ ビティ、 自由時間

　

【Ｄａｙ２】

　　　　　

１７：３０ 夕食・振り返り

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

☆ 年齢関係なく敬語禁止！

　　　　　　　　　　

ＰｅｅｒｔｏＰｅｅｒ

　　

☆ 親Ｌみを込めてお互いをニックネームで呼ぶ
１９：３０

　　　

バスでホテルへ移動

１０：００

　　　

「Ｍｅ＆ＭｙＣｉｔｙ」訪問（教育施設視察）

８月２１日（水） ｐＭ

　　　　

アアルト大学訪問

　

【Ｄａｙ３】
①実践を通して理解を深めるインタビュー・授業ミッション
②森での自然体験でフィンランドのマインドを理解する
③教育機関への訪問でフィンランドの教育を理解する
④ 「らしさ」を見出すさまざまなワーク
⑤最終発表

「７：００

　

．

　

在フィンランド日本人との食事交流会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

コ ン テ ン ツ

ＡＭ

　　　　

「Ｖａ－－ｉｌａｐｒｉｍａｒｙｓｃｈｏｏ－（小学校）」訪問・授業ミッション

８月２２日（木）

　　　　

ｐＭ

　　　　

授業の振り返り、ワークショップ、夕食

　

【Ｄａｙ４］
１９：００

　　　

振り返り

１０：００

　　　

ヘルシンキメディア高校訪問、 給食ランチ、学生との交流 プログラムに関する連絡は参加者と運営スタッフによるＬＩＮＥクループ
を活用。 「旅のしおり」もＮＯＴＥ機能を活用してすべて電子化。 参加者
同士でミッションの事前準備について相談し合ったり、 プ□グラム終
了後もコミュニケーションを取ったりとコミュニティ化しました。 毎

日の記憶をＮＯＴＥに残すことで振り返りの可視化も可能に。

８月２３日（金）

　　　　

ｐＭ

　　　　

ワークショップ．発表準備、夕食

　

【Ｄａｙ５】
Ｌ＝ＮＥグループ

ＮＯＴＥ機能１９：ＤＯ

　　　

振り返り

８月２４日（土）

　　　

１０：００

　　　

旅全体の振り返り．発表会

　

【Ｄａｙ６】

　　　　　

１７：３５ ヘルシンキ空港発

１２：５５ 成田空港着

１８：４０ 成田空港発
プログラム中の成長を加速するための仕組みとして、 リフレクション
（振り返り） を毎日実施。 日々多くのインプットがある中で、 自分の
心と身体の声を聞く時間を大切にしました。１人の時間のあと全体での
シェアの時間をとることで、 自分の想いを素直に言葉にすること・他
者の言葉に耳を傾けることで更に学びを深めました。

リフレクション
（振り返り）

８月２５日（日）

　　　　

２０：５ｏ

　　　

福岡空港着

２１：３０ 福岡空港解散



⑧ 事前研修

　　　　　

事前研修①

日本全国から世界へ飛び立つ仲間と
想いを共有し、 渡航に向けて心の準
備をする全体オリエンテーション。
保護者の方にも参加してもらい （任
意）、 子どものチャレンジを見守る
姿勢や考え方についてレクチャー。

全体概要の説明／参加者自己紹介タイム
／ ワークショッ プ 「Ｄｅａｒｍｅ」 ／
ＳＡＦＥＴＹＰＲＯＴＯＫＯＬ（安全管理のための
ルール）／渡航準備に関する説明／富
言タイム

　　　　　

事前研修②

「ス トー リ ー トリ オ」 と い う ワ ー ク

を通して、 なぜ参加したのか、 自分
自身の心の内や他の参加者の声を聞
く時間。 プログラムやスケジュール
についての具体的な説明を受ける。

運営メンバーの紹介 ／ プログラム中のル
ール説明／スケジュールの共有／ ワー
クショップ 「ストーリートリオ」 ／ 渡航
準備の進捗彰確認

　　　　　

事前研修⑧

フィンラン ドの国、 教育、 自然につ
いてのインプッ ト。 プログラム中の
「イ ン タ ビュ ー ミ ッ シ ョ ン」 や 「授

不÷ミッション」 についてグノレープに
分かれて作戦会議。

ー

　　　　　　　　

・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

′

　　　　　　　　　　　

′

　　　　　　　

・

　　　　　　　

′

　　

Ｙ′｛

　

●．・

　　

・、．

　

●

　　　　　

、．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｙ

アイスブレイク ／ 過去参加者の声 （ゲス
ト２名） ／ フィンランドの情報に関する
クイズゲーム 「カフート」 ／ フィ ンラン

ドについてのインプット／ ミッション作
戦会議

１ターン、やってみよう！

金

　

野

　

の

　　　　

踊り手

　　

聞き手１

　　

聞き手２

　　

踊り手

　　

聞き手１

認諾チ襲踏格殺鮪，≦Ｌｗモぅたと蚤じたこと糧ザ｛’“’

　　

フインつンド［ＤＵキャンプでの食言賊

幽翁鏑１を嚇

　

幽分で

「フィンラントって闇Ｌｉｄ回を忠ＬＥ浮かべるフ」

　　

⑨③ 現地研修

フィンランド独立１００周年を記念し 「市民への贈り物」 として建設されたヘルシンキ中央図書館。 世界最高
の公営の図書館に選出された。 「国民のリビングルーム」 をコンセプトに、 図書スペースだけでなくカフ
ェレストランや交流スペース、 ラボやミュージックルームにキッチンスタジオ、 映画館やＰＣコーナーと、
ありとあらゆる設備を完備。 フィンランドの政策を象徴する圧巻の公共施設。 ガイ ドさんから詳しく説明
を聞きながら見学。

さまざまな経歴を持つフィンランドに住んで働く日本人の皆さんと一緒にランチ。 「フィンランド
んなところ？」 「フィンランド人のマインドって？」 について日本人視点からの意見を聞いてみる。

☆フィンランド在座３０年

　

現地コーディネーター
☆税務アドバイザー・通訳
★幼児教育１０年

　

ボランティア・留学経験者
★音楽大学音楽教育博士課程

　

客員研究員

「フィンランドってど

く インタビ．－ミツシ ン，目指せ 醐 入！衛なか 灘 インタビ・－
幸福度ランキングＮｏ．１、世界最高水準の教育、世界で最も森林の多い国・自然享受権など、様々な背景で
憧れの対象となっているフィンランド。 「実際はどうなの？」 「その秘訣っていったい？」 フィンランド
人に聞きたいことを直接聞いてみよう

　

！勇気を出して街なかで市民や観光客に突撃インタビュー。 英語が
上手に話せなくても、 日本から準備してきたフリップや絵を使ってコミュニケーションを取ってみる。
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・｛キーもぎ二島．

　　　　　　

く Ｍｅ＆Ｍｙ ｃｉｔｙ フィンランドのアントレプレナーシ ガ 教育を視察

く 自然体験 ヌークシオ国立公園 難 儀 ＝こよる自然レクチャー

フィンランドで最も人気の高い国立公園で全身を使った自然体験。 フィンランドには誰もが自然を散策し
楽Ｌむ権利 「自然享受権」 があり、 ペリーを摘んだりきのこ狩りをしたり、 ハイキング、 サウナを楽しん
だりすることができる。 現地のネイチャープ□ガイ ド“Ｋａ による３時間ほどのトレッキングツアーに参
加。 ヌークシオ国立公園にいる野生動物についてのレクチャー、 薪の割り方、 木 （タール） や空気の新鮮
度合いなどについて、 散策しながら自然への理解を深める。 「ないものは自分でつくる」 というアントレ
プレナーシップ精神がいかにフィンランド人を支えているかを学ぶ。

〈 ネイチャーゲーム ＞ 大自然のなかで「わたし自身」と向き合う時間

ネイチャービンゴやツリーハグ選手権、 森でわたしを表す４つのものを探す等、 楽しみながら普段とは異な
った方法で 「自然」 に接する。 木や石など普段の生活では着目できないミク□な視点で自然と触れ合いな
がら、 自然のなかで自分を表現し、 日頃の緊張を和らげる時間を過ごす。

ビンゴユニーク

　　　

種のワーク

「このプログラムで大切にしたいこと （種） は何
か」 を１人ずつポストイットに書き出し、 模造紙に
貼ってい〈。 近い意見が出た際には 「ビンゴ」 と
言ってかぶせていき、 意見が１名のみだった場合は
みんなで 「ユニーク！」 と声を合わせる。 同じ意見
も異なる意見も素晴らしいということを実感する
ワーク。

自分の 「種」 として、 このプログラムで探究したい
ことや最終日にはこうなっていたいという状態を書
き出す。 プログラム終了時に 「収穫したものは何
か、 今回は収穫できなかったけどもっと増やしたい
種は何か」 をひとりひとり記入するワークを実施。
自分の心の奥にある 「種」 を探し、 このプログラム
でどう芽吹かせていきたいのかを言語化。
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′

起業家的な視点や考え方を子どもの頃から学ぶフィンランド独自の職業・社会体験プログラム。 フィンラ
ンドの９０％以上の学校が導入していて、 子どもたちが早期から社会との接続を意識するきっかけになって
いる。 学校でのワークブックを用いた座学と実践の機会の一つとして体験施設でのロールプレイを通じて
学びを深める。 体験施設を見学しながら、 スタッフからフィンランドのアントレプレナーシップ教育プロ
グラムの仕組みについて説明を受け、 フィンランドの子どもたちの 「やりたいこと」 「将来の夢」 が明確
な理由を知る。

く大学訪問〉伝統スポーツ「モ卿 ク」をしながらアア 肋 大学の学生と交流

著名な建築家・デザイナ■であるアルヴァ・アールトにちなんだ大学。 フィンランドで３番目に大きな大学
であり、６つの学部はどれも各領域で世界的な評価を獲得している。 特にアート・デザイン・建築学部は、
ＱＳ世界大学ランキングのアート＆デザイン分野で世界第６位、欧州第４位で、同分野の先進的な教育・研究
機関として著名。 デザイン性が高くアートに溢れた学内を見学。 アアルト大学に通う日本とフィンランド
の交流サークル 「ニッポリ」 のメンバー９名との交流会を実施。５つのグループに分かれ、 フィンランド発
のスポーツ 「モルック」 を体験しながら、 フィンランドの大学生活について尋ねる。

〈 交流会 在フィンランド日本入との対話で「多様な生き方．選択肢」を知る

７名の在フィンランド人の人生を通して、 様々な人生の選択肢や生き方を知る。

☆ シベリウス音楽院大に通う作曲家
★ 元日本の中学校の教員

　

現ヘルシンキ大学教育学マスター
★ 日系企業からの赴任、 医療系－Ｔエンジニア
★ フィンランド留学中の高校１年生
★２００１年から在住、通訳、コーディネーター
☆ 日本の美大卒、ものづくり、アート専門家
☆ フィンランド企業勤務、営業職



　 　 　　
　
　

　　　　　　　　　　

　

〈 授業ミッション ＞ ヴ 朔 ラ小学校の生徒に日 数 化を伝える

ヘルシンキで最も古いヴァッシラ小学校。 施設としても古い環境の中、 いかに現代の教育に合わせてい〈
か、 ということを工夫して実践している。 ここではＬｅａｒｎｉｎｇｂｙＤｏｉｎ９！受動的に学ぶだけではなく、 フィ
ンランドの子どもたちが主体的に楽し〈学べる授業を自分たちで工夫して企画し、 実際に３０分の授業を実
施。 「書道」 「折り紙」 「けん玉」 「ソーラン節」 のグループに分かれて、 渡航前から準備してきたもの
を活かしいざ日本文化の先生をやってみる。

畿 輔ｅｇｄ ＞他者か 嫌 みのカー顕ツクを受ける

フィンランドの 「個の強みにフォーカスして自分のよいところを見つける」 というワークを実践。 インタ
ビューミッションや授業ミッション後に他メンバーから 「あなたの強みはここだと思う。 なぜなら」 とい
うフィードバックを受ける。 自分の知らない新たな一面を知ることで、 自分らしさについての理解を深め
る。

〈 高校訪問 〉 ヘルシンキメディア高校で 呼びのデザイン耳こついて知る

ヘルシンキ市内で最も大きいヘルシンキメディア高校。 いくつかの科目から興味のある分野を選択して実
際の高校の授業を受けてみる。 授業後、 ヘルシンキメディア葛生たちとの交流会を実施。 「自分のことは
自分で決める」 「学びは自分でデザインする」 という考え方を教わる。

く 偏愛マップ 〉 自分のｒ好き」や「興味．関心」を可視化してみる

「自分にはやりたいことがない」 という悩みを持つ参加者が多かったため、 自分の 「好き」 や 「興味・関
心」 を可視化するワークショップ 「偏愛マップ」 を実施。 思いつくことを書き出してみると、 どんどん好
きなことが出てきたり、 興味があると思っていたことが意外にも出て来なかったりと、 改めて今の自分の
考えていることを見える化し、 自分自身と向き合う時間を過ごす。

く個別面談＞運営スタッフがそれぞれの特性を活かして眺戦の後 胤」

毎日た〈さんの刺激を受けて、 とことん自分自身と向き合う時間を過ごす中で、 参加者が抱く 「悩み」 や
「不安」、 新しく見つけた 「目標」 や 「夢」、 「変わりたい、 成長したい」 と思う気持ち。 本人も気付い
ていない可能性を広げ、 挑戦したいと思う気持ちを後押しするため、 さまざまなバックグラウンドと経験
を持つ運営スタッフが、 移動中・ホテルでの空き時間に個別で対話を重ねた。 時には少し厳しい言葉もか
けながら本気で語り合う時間。
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⑧⑨ 派遣団員の声

、参加した理由

・ 高校受験が目前で自分の本当にしたい事は何なのか、 確認するため。
・ 新しい自分を見つけたい。 視野を広げたい。 自分の新しい可能性を見つけたい。
・ フィンランドに行って日本との違いを知りたい。 アントレプレナーシップを学んで身につけることでリ

　

ーダーシップやチャレンジ精神を発揮したいから。

心が動いた瞬間、印象に残ったこと＼

・ 「好き」 や 「したい」、 興味を大切に。 好きは最強ｌ
ｏ

　

色々な生き方を見て、 ひとつの職業につくことが全てじゃなくて、 したいことができたときに行動すれ

　

ばできるんだと感じた。
・ 完壁なこと・を言うより、 今自分が思ったことをそのまま言ったほうが相手の心に届くんだと思った。
ｏ

　

自分は自分。 自分のすることは自分で決める。
・ ありのままの自分を受け入れてくれる人は絶対にいるんだと感じた。
・ みんなが意見交流をするときに感じたことをそのまま言っていたことが印象に残った。 私も素直に話し

　

ていいんだと安心した。

苦労したこと、それにどう向き合った？

・ 「自分を出す」 ということは案外難しかった。 でも、 手を挙げる勇気さえ出せば、 あとは自分が自然と

　

本心で喋ってくれるｉと思った。
・ 感情をあまり出せなくて苦労Ｌたけど、 思っていることを自分の言葉で伝えようと努力することができ

　

た。
ｏ

　

学校ではある程度話すことはできるけど、 一度も話した塞がない人と話すのは緊張した。 でも素直にな

　

ることを意識して話すことで少しだけ話しやすくなった。

ｒ持ち帰りたい学び」は？

・ 自分の軸を持って、 ありのままの自分でいること。
・ どんな状況でも死ぬ気で頑張れば生き延びることができる。
・ ＴＰＯは守るけど、 周りの目は気にしない。
・ いつでもどこでも挑戦はできる

　

！

・ フィンランドも日本もそんなにめちゃくちゃ違うということはなく、 自分を出せるかどうかが大切とい

　

うこと。．

　

そのほかの感想

　

＼

・ 学ぶだけでな〈、 自分の内面まで思っていたよりすご〈成長することができた。
ｏ

　

このプログラムに参加して一日の尊さを感じた。 この瞬間が人生の中で１番若いと考えるようになっ

　

た。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

‐‘
・ 喝をいれてもらったり、 新しい考え方を教えてもらったりして、 やっと自分に向き合えたと思うし成長

　

できた。
・ 帰ってから学びをいつ見つけられるかワクワクです１１
・ 周りの人 （クラスメイトなど） にここで学んできたこと、 感じたことを伝えたい１

・‐自分のことをよく知るきっかけになったし、 いろんな考え方もできるようになるなど、 た〈さん成長す

　

ることができたと思う。

このプ□グラムでの学びや気づきを振り返り、 今後の人生にどう活かしていくのかを明確にするためのリ
フレクション。 帰国後も継続して挑戦するきっかけづくりを行うため、 今の自分の想いと未来への決意表
明。

欄
．

曲 磁 ぬ あ －番の「ありがとうＪ織 る時間
プ□グラムを通して感謝したい人を１名選び、 その理由をメッセージに記入。
元に行き、 目を見て 「ありがとう」 と伝え合う時間。
こ，こでも目分の思っていなかった自分のよい一面を知れるきっかけに。

「せ一の」 の声かけで相手の



１⑨ 派遣圃員寺記
直方第二中学校 ２年

石田

　

さら
学ぶことの楽しさ

　

私がこの海外派遣団員に応募した理由は、私が将来日本だけでなく、海外の人たちとも交流できる仕事に
つきたいと思っているからです。 そして、 参加することになり海外の人々の事や自分の国とは全く違う文化

などを学ぶ事ができ、 海外のことをもっと知ることによって私自身の視野が広がり、 多方面から物事を考え

られるようになりたいと思いました。

　

飛行機に乗って成田から約１５時間、 フィンランドに着いた時、 すべてが自分の知らない言語で、 初めての

海外でワクワクしている反面、 私はすごく不安になりました。 最初は臼本に帰りたいという気持ちもありま

したが、 直方市の仲間たちの支えもあって、 最後には帰りたくないと思うほど自分にとって最高の思い出に

なったと思います。

　

初Ｂのインタビューミッションでは、 知らない人に突然話しかけるなんて日本でもできないのにフィンラ

ンドで、 しかも英語でできるわけがないと声をかけるのに蹄賭してしまいました。 だけど、１回勇気を出し

て 「′・□－」 と声をかけてみると、 温かく答えてくれて、 自信がつきました。 そこからは、 緊張しつつも、
英語や身振りや手振りを使い、 インタビューをすることができました。 私は元々何かに対して挑戦するとき

に否定的になってしまうことが多いですが、 まずは１歩踏み出してみることの大切さを実感できました。

　

現地の小学校や高校に実際に行ってみて感じたことは、 ８本では普通だと思っていたことが、 実は普通で

はなかったということです。 小学校の頃から

　

授業中は姿勢を正して静かにする、先生が話している間は黙
って話を聞く、 自分の考えを書く時間は人と話さずに静かに書く、 グループワークは自分の席から立たず近

くの人だけ、 それが当たり前だと思っていました。 しかし、 実際にフィンランドの授業を見ていると、 先生

に対して質問を沢山していてにぎやかな様子や、 教室だけでなく廊下のテーブルでグループワークをしたり

階段の踊り場で学習をしたりする姿が自由で驚きでした。

　

高校でも、 日本のように髪型や服装、 持ち物に校則があるのではなく、 髪型も様々で染めている人もお

り、 服装も私服で自由、 スマートフオンやイヤホンなどを使っている人が多かったです。 授業では効率を良

くするため１人１人がパソコンを使っていました。 日本では、 授業は静かに受けるものだ、 学校には多くの

校則がありそれを守るべきだ、 という当たり前も、 実はそうではないのかもしれないと思いました。 フィン

ランドの人たちから見たら、 日本で周りの空気を読んで 「普通でいよう」「変に目立たないようにしよう」

と考えていること自体がまず普通じゃないのかもしれないとも考えました。「学校での授業」 という一面を

見ただけで、 私が考える普通とは違う普通を多く知ることができました。

　

フィンランドの教育が全て正解で、 日本の教育が間違っているというわけではありません。 それぞれにい

いところがあると思います。 教育以外にも、 生活文化、 食文化など異なる場面が沢山あります。 お互いに

「違う」 を認め合うためには、 相手を 「知る」 ことから始まるのだと思いました。

　

私はこの派遣事業を通して新しいことに触れ、 何事にも全力で楽しむことで沢山の学びを得ました。 そし

て、 これから私はもっと色々な文化を知りたいと思いました。 色々な国の人と友達になって、 私が思う普通

とは違う普通を見たいと思いました。 また、 何かを学ぶ、 知ることにはまず 「楽しむ」 ことが重要だと気付

いた５泊８８でした。 知らない物事に対し、 気づいたり興味を持ったりするのは難しいと思います。 無理に興

味を持とうとす・るほどストレスになり、 上手く力を発揮できません。 しかし、 自分が 「楽しい」 と思ったも

のには興味が湧き、新たな気づきが生まれました。自分の意思で、自分が心地よく続けられることが近道に
なります。 また、 何事にも疑問を持ってみることが興味を持つことにつながると思いました。 これから、 こ

の派遣事業で学んだことを活かし、 何事にも私らしく楽しんで挑戦していきたいです。
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自分が変わるきっかけ、
〆 〆

　　　

フィ ンラ ン ド
　　　

　

　　　

直方第三中学校 ２年

　

奥野

　

舞 自分で考え、 行動すること
直方第三中学校 ２年

椛島

　

礼華

　

まず、 私がこの事業に参加しようと思った応募動機についてです。１つ目は、 日本とフィンランドの生

活、 文化、 世界観の違いを自分の国で見たいと思ったことです。 実際に行って学ぶことと話を聞くことでは

感じ方が違うと思ったので応募しました。２つ目は、 世界最高水準の教育とは、 どのようなものなのか興味

があることです。 それを学ぶことでコミュニケーション能力を上達させたい、 そしてこのプ□グラムに参加

することで今よりも主体性やチャレンジ精神を向上させたいという思いが強いからです。 向上させることで

自分のり「ダーシップをクラス、 学年、‐学校など周りにも広げていくことで

　

直方市が目標としている 「グ

ローバル人材の育成」 にも貢献できると思いました。３つ目は

　

外国の人と積極的にたくさん話したい。 フ

ィンランドの学生と友達になり、 帰国後も交流を続けたい。 このような目標を達成するために応募しまし

た。

　　　　　

・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ー

次に、 現地に行って学んだことや考えたことについてです。 研修内容は、ｏｏｄｉツアー、 インタビューミッ

ション、国立公園ガイドツアー、教育施設の視察をし、小学校、高校、大学も訪ねました。１週間の研修で
したが、 毎Ｂがとても充実していました。 学んだことや考えたことはたくさんあります。 その中でも特に、
印象に残っていることが２つあります。
１つ目は、フィンランドの学生の授業や将来について取り組む姿勢です。それを特に感じた場面は、小学

校の授業です。その中でも班での話し合いの場面で、先生が指示するとすぐに班になりました。さらに話し
合いでは、 残されている人が「人もおらず、 全員が積極的に参加していました。 その後、 先生が 「終わり」
と指示すると、 さっきまで話し合いをしていたとは思えないくらいすぐに切り替えていました。 自分の小学

生のときと比較してみて、 そのメリハリができている様子にとてもびっくりしました。 フィンランドは世界

最高水準の教育の先進国なので、 小学校からこのような基準があることにとても驚きました。 自分もこのメ

リハリを学校生活でも藁似したいと思いました。 その他にも、 大学について幼いときから深く学ぶことや整

っている環境を見て、 関心しました。
２つ目は、 自分自身を大切にしていることです。 街でインタビューをしているときや在フィンランド日本

人、 そして学校で話を聞いたときにフィンランドで大切にされている考え方を聞きました。 それは、『人と

比べるのではなく自分自身を大切にすること。Ｎｏｉではなく、ｏｎＬｙｌを目指す』 というフィンランド流の考

え方です。 自分もどちらかというと１番を目指すことが多いため、 研修中にｏｎｌｙｌで過ごしてみようと思い

ました。 だから、 実際に昨日の自分より今日の自分が１番と思えるように目標をたて、 動いてみました。 す

ると、 それぞれ違いが見えてきて、１８でもこんなに成長できるんだと自分に感心しました。 この自分自身

の中でっ番という考えは、 ずっと忘れずにいたいのでこの作文や研修の振り返りをこまめにします。
最後に、 私は始業式の日に、 同じクラスの派遣団員である椛島さんとクラスで研修にういて発表しまし

た。 何をしたのかや学んだことをメインに興味をもってもらえるように伝えました。 そして口頭だけでは印
象に残りに〈いかなと感じ、 私は簡単なレポートを作り、 すぐにクラスの人と共有しました。 その後の校内
文化祭では、野吾さん、椛島さん、私の派遣団員３人で全校生徒へ学んだこと、感じたことの報告をしまし
た。 するとたくさんの人から 「フィンランドについてよく分かった。」 や 「もっと知りたい。」 や 「自分も行

ってみたい。」 という声をいただきました。 また今は、 フィンランドで学んだことを活かして、 緊張するこ
とが減り、 自分の意見を授業の中でさらに発言できるようにな．りました。 また、 修学旅行の実行委員や２年
生生徒会三役への立候補を今までは迷いがありましたが、 今回は迷いなくできました。 そしてどちらにもな
ることができたこともあり、 現在も自分や周りのために挑戦を続けています。 そして目標の１つであった
「フィンランドの学生と友達になる。」 という・事が達成できたので今も交流を続けています。
今回私がとても成長できたことは、 もちろんこの事業のおかげでもありますが、 フィンランドで出会えた

人達や共に全国からフィンランドに行ったメンバー、 そして直方市メンバーなどたくさんのことが積み重な

ったからこそ成長できたのだと思います。 これからもこの出来事やたくさんの人に感謝しながら、 この経験
を忘れずに、 さらに成長できるように努力していきます。 色々なことがありましたが、 この事業に参加でき

て本当によかったです。

今回の事業に参加して私がまず感じたことは、 世界はこんなにも広いんだということでした。 それは、 当

たり前のことのように思うかもしれませんが、 私はこれまで海外に行った経験がなく一人で遠出をしたこと

もほとんどありませんでした。 そうした経験がなかった私にとって親元を離れ、 自分で行動することはまる

で今までとは全く異なる世界へと飛び込むような感覚であり、 心に強い印象を残す出来事となりました。

　

まず、 フィンランド｛類街並みから全然違いました。 どこを見ても必ず公園や広場があり、 広々とした空間

が保たれていて、 程よく自然と調和していました。 そんな国で暮らしている人たちの考え方はどうなのだろ

う。 やはり街と同じようにゆったりとした考え方なのだろうかと思っていましたが、 実際は周囲に流される

ことなく

　

自分の考えを持ち、 蜜任ある行動をする信念を持っているということに驚かされました。 彼らは

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　
自分の意見やアイデアを他者と積極的にシェアし、 何よりも自分自身の決断を信じて行動しているように感

じました。

対照的に、 これまでの私は周りの意見を気にするあまり、 自分の意思や考えを主張することが少なく、 ど

ちらかというと周囲に合わせて行動することが多かったのです。 そのため、 自分の意見を言えず、 自分が本

当にやりたいことや感じていることを□にすることを避けがちでした。 しかし、 今回のフィンランドでの経

験を通して、 私は少しずつ新しい自分に出会い始めたのだと思います。 例えば、 現地での活動の中で、 私は

これまで以上に自分の感じたことを伝えようと意識してみました。 発表の機会があった際には、 考えがまと

まっていなくても、 勇気を出して手を挙げ、 思い切って自分の考えを話してみました。 また、 班活動での場

面でも、 積極的に意見を出すことを意識しました。 その１つ１つは小さな一歩かもしれませんが、 私にとっ

ては大きな挑戦でした。 自分の意見を伝えることは、 単に言うだけでなく自分自身を表現する、 重要な行動

の１つでした。

　

さらに、 フィンランドでの生活の中で、 周りと同じであることよりも自分らしさを持つことが尊重される

場面に多く出合いました。 彼らは「人ひとりの違いを受け入れ、 それを個性として大切にしているようでし

た。 たとえば、 異なる文化や価値観を尊重し合いながら、 それぞれのアイデンティティを守り、 自由に自分

を表現できる環境がありました。 これは、 自分らしさを表現することに対する私の考え方を大きく変えまし

た。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・

世界は広く、 さまざまなものの見方があります。 その広さに触れることで、 私はこれからも自分自身を成

長させ、 さらに新しい世界にも挑戦していきたいと思っています。
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蒼矢 フィンランドで得たもの
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犠電話

　

フィンランドから帰国して約４ヶ月経った今、 自分が何を感じていて、 どのような変化があったのか、 を

記します。

　

そもそも、 僕はなぜこの企画に応募したのか？それは将来のなりたい自分の姿に辿り着く道すじに大分濃

いめのモヤがかかっていたからです。 受験生になってから何度も進路について考えました。 考えれば考える
程分からなくなり＼

　

自分が本当にしたい事ですらはっきりと見えなくなってしまいました。
僕の将来の夢は作曲家になる事です。幼稚園でハーモニカを教わって以来、音楽に興味を持ち、小学４年

生の時に直方市主催の 「ユメミルコドモネアカデミー」 第２期生の一員となり作曲を学びました。 その時の
講師であった堤秀樹プ□デューサーには今も指導を継続して頂いており、パソコンでの楽曲製作をメインに
活動してきました。 しかし、 ある程度成長すると現実という壁が夢の前に立ちふさがり、 自分の好きな 「作
曲」 を信じることが出来なくなっていました。 そんな中 『フィンランドでなりたい自分になる為の留学』 と
いう企画を知り 「進路を考える材料を自分．の目で見て確かめたい。 これは自分の為の大チャンスだ。」 と思
い応募しました。

　

フィンランドでの８日間で成長出来たのは参加者全員が全力でプログラムに取り組んでいたからだと思い
ます。 教師になりたい人や保育士になりたい人など、 みんな１人１人が逢う夢を持って一生懸命日々を過ごし

ている事を知りました。

　

それでもプログラム序盤、僕たちは主体的に発表をし、本当の意味での本気でプ□グラムに取り組むとい
う事が出来ていませんでした。 そんな僕たちに現地スタッフのライリーが言った言葉は今でも印象に残って
います。「このままではすぐにプログラムが終わってしまう。１８１日を無駄にしてはいけない。」 この言葉
を聞いて僕たちはもっと本気で取り組もうと思える様になりました。 みんながどんどん成長していくのを感
じて自分も頑張ろうと切瑳琢磨し実り有る８日間となりました。
次に、自分の心境の変化についてです。僕は様々な場面に応じて自分を使い分けていたのですが、時折自

分の本心とのズレを感じる事もありました。 外では友達と話を合わせようと、 本心を忍ばせて変わり身の術
でやり過ごす目‐分。 家に帰ればダラダラとだらしなく油を売っては膜という名の怒りを買う自分。 フィンラ

ンドでは、大自然に囲まれた夕暮れに参加者全員で輪になって自分の人間性について本音を伝え合う場面が
ありました。 そこでも、 最初はその場でも正解と思われる答え、 相手の望んでいそうないわゆる模範解答を
導き出し、 本当の気持ち、 本当の自分を出せていませんでした。「本当の自分とは何か。」 を何度も何度も考
えました。 自分を良く見せようとしたり求められそうな答え方をしたりする様になったのはいつからだろう
か？なぜだろうか？そして…自分はどんなに仲の良い友達と話す時も、 いや、 むしろ大切な仲間と呼べる友
達だからこそ僕と居る時は心・の底から楽しんで欲しい、 笑顔にしたいと考える様になり、 でもそれは理想の
友人キャラクターを演じているのでは？という考えに落ちいってしまいました。 そんな気持ちを抱えたまま
スケジュールも後半にさしかかる頃、 仲間の１人に僕は尋ねました、。「本当の自分って何だと思いますか？」
僕の投げかけた問いに、「背伸びしてカッコ良く見せる蒼矢、 家族の前では本当にだらしない蒼矢、 その全
ての蒼矢を自分自身が好きになる事が出来たならそれは全部本当の自分なんだと思うよ。」 と言ってくれま
した。 その言葉に僕は救われました。 無意識に使い分けていた色々な自分の中から正解を１つ選ぶのはナン
センスだｄその全てが僕なのだから。 色んな自分を発見しよう。 そして全ての自分を好きになろう。 こうし

て僕は新しい考え方を身につけました。

　

「挑戦する事は無条件に美しく、ヨ日１８は本当に尊い。 なぜなら今この瞬間が人生で１番若く２度と戻る事

は出来ないのだから。」 これはフィンランドで知った言葉です。 何かに挑戦しようとする時、 この言葉が背

中を押してくれます。僕が作った曲で世界中の人を笑顔にしたい。小学校４年生の時に抱いていた気持ちが
再びよみがえりました。 僕は作曲家として成功する！そして、 その高い壁を乗り越えようともがき苦しむの
であろうとも自分を全力で愛していく。 そう思えるようになったのは、 フィン．ランドで出会った良き仲間達
と本音で語り合い気持ちを通わせる事が出来たからだと思います。
以上が「なりたい自分になる為の留学」での僕の結果報告です。

野原

　

莱荊

今年の更に直方市の派遣団員として、 フィンランドに１週間滞在するプログラムに参加した。 その中で

は、 いつものようにダラダラと過ごす夏とは異なった濃く、 刺激的な体験が多くあった。
１日目に、ｏｏｄｉという名前の国立図書館に行った。 ガイドツアーの中でコンセプトが、「市民の交流のため

のリビングルーム」 であり、 それに従い３Ｄのプリンターやミシンの貸し出し ワークショップスペースや

カフェ会議室までもがあるということを聞いた。 また、 高額な税金が正しく使われているということを伝え

るための場所でもあるということも聞いた。 フィンランドの独立１００周年を記念した市民への贈り物として

建設されたので、 完全に完成をしていなくてもオープンをしたり、 オープンをして間もないのに市民の求め

る利便性のために裏口を作ったりするなど、 国としての柔軟性を知ることができた。
２８日に、 ヌークシオ国立公園を訪れた。 ヘルシンキからは近いが、 雰囲気が都市の喧騒から離れてい

た。 また、３時間程度も歩いたが、 周りの景色や雰囲気によって、 疲れをほとんど感じなかったことが驚き

だった。 私の知らない世界であり、 水の音に注目して水源を探してみたり、 自分のことを表現できる自然に

あるものを探してみたりして、 今までしたことのないことをした。 自然は身近にあるが初めての経験が多く

あり、 とても貴重な時間となった。 森の中でキャンプができなかったことは残念だが、 自然の中にいること

が好きで、 どこか田舎に行きたいと幼少期以来改めて感じることができた。
４日目、５日目に行った小学校と高校でも多くのことを経験した。 小学校ではグループワークをする際、 自

分の席ではなく、他の人の席や床の上、教室の中ではなく廊下の机や階段の踊り場で話し合いや作業をして
いたことが衝撃的だった。 それ以外の先生の話を聞く際や大人数で集まっているとき，は、 自分の席にいるこ

とが予想外だった。 また、 私たちの行ったヘルシンキメディア高校でも驚くことが多くあった。 単位制のた

め自由に時間割を作ることができ、 先生が合わないと感じるとすぐに自分に合った数え方の先生の授業に変

更することができるそうだ。 また、 卒業することも大切だが、 それ以上に自分自身のやりたいことを優先す

ることが大切だと考えられている。 そのため、 自分のしたいことに合わせたり自分のしたいことを探したり

するため

　

時間をかけて卒業して、 早めに大学に向けての準備をしたりすることができるそうだ。 そして、
ヘルシンキメディア高校初となるヨーロッパ外での校外研修が日本で行われた。これは、予算が余ってい
て、 学校にジャパンクラブがあるからという理由で、 計画を始めてからすぐに決定したそうだ。 このことか

らも、 人々の柔軟性を知ることができた。
１日目と４日目に、 現地に住んでいる日本人の方の話を聞く機会があった。４日目は特に新しく気づくこと

が多くあった。 話を聞いた方は、 日本の企業で働いていたが、 フィンランドの子会社に赴任した方だった。
２０～３０代くらいの物腰の柔らかそうな方だった。 最初の半年は家族と離れ１人で生活をしながら、 会社では

唯一のアジア人であったなどの苦労話も聞いた。 現地で約２年間医療系のエンジニアとして働いていると、
フィンランド人は 「みんな違ってみんなどうでもいい」 という考え方をもっていると感じるとおっしゃっ
た。 例えば、 仕事の取引相手であったとしても、 探している人がどこにいるのかと聞いても誰も知らない。
会社にいるはずだから自分で探すべきだといわれるそうだ。 しかし、 時間厳守で出社時間や退社時間、 プラ

イベートでの約束時間が必ず守られているなど、 日本人の性格ととてもあっていると感じ、 働き、 暮らして

いく環境としてとても良いとおっしゃっていた。

　

フィンランドに行ったことで主に 「世界を知る。」 ということができたと思う。 また 多くの初めての経

験ができ、 これからの人生を歩んでいくうえでの紐となるものを得ることができた。 一方、「私を知る。」 と

いうことはできなかったと思う。 しかし、 新しい考え方を知ることができたり、 行動に移すことができずに

いた 「好きだ」 という気持ちを再確認することができたりした。 このような気持ちを忘れずにこれから生活

していきたい。
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言葉の力で 近藤

　

輝例

私は、 今年の夏休み、 世界一幸福な国と言われているフィンランドへ１週間行きました。 そこではフィン

ランドの教育や生活についてなど、 いろんなことを学ぶことができました。 また、 本当の自分を見つけるこ

とができ新しい自分へと変わることができました。 そして、 これから大切にしていきたいことや目標を見つ

けることもできました。

　

このプ□グラムに応募した理由についてです。 きっかけは中学校で配布されたプリントでした。 そのプリ

ントには、「フィンランドでアントレプレナーシップ、 起業家精神を学ぶことができる」 と書かれていまし

た。 私はアントレプレナーシップとはどんな教育なのか、 実際にどのようなことをしているのか、 Ｂ本の教

育と比べてどんな違いがあるのかを知りたいと思い応募しました。 また、 私は将来の夢が決まっていません

でした。 そのため、 フィンランドへ行き、 日本ではできない体験をして自分の興味を増やし、 この先どんな

人になりたいのか、 自分には何ができるのか、 未来について考えられるようになりたいと思いました。

　

次に実際にフィンランドへ行って思ったことや感じたことについてです。 フィンランドには世界一と言わ

れている図書館があります。 とても大きく、 遊び場やレストランなどもあります。 私は実際にそこに行き、

とても驚いたことがありました。 それはソファや床でくつろいでいる人や友達と楽しく話しながら勉強して

いる人がいたことです。 Ｂ本の図書館では 「静かに椅子に座って勉強をしたり、 本を読んだりする」 という

のが基本です。 しかし、 フィンランドでは自分たちのスタイルでしたいことを自由にしていました。 私はそ

の光景を見て、 フィンランド人が勉強が得意だったり好きだったりするのは、 それぞれ自分に合った 「環

境」 で勉強ができ－るからだと思いました。 また、 それによって勉強を 「楽しくすること」 ができるのではな

いかと考えました。 これが、 日本との違いだと思いました。

　

また、 現地では街なかで声をかけてインタビューするという取り組みをしました。 最初は緊張して勇気が

出ず、 話しかけるのがとても怖かったです。 しかし、 みんなで１人目の人に声をかけに行くと笑顔で質問に

答えてくれて、 話しかけてよかったと感じました。 その人には、 日本のイメージについて質問し、「日本の

アニメや漫画大好き」 と答えてくれとても嬉しかったです。 そして、 話しかけていくにつれインタビューす

るのが楽しくなり、 もっとたくさんの人から話を聞きたいと思うようになりました。 この取り組みを通して

挑戦することの楽しさや、 実際に自分から積極的に行動することの大切さを強く実感することができたので

貴重な体験となりました。

　

最後に、 本当の自分を見つけ、 新しい自分へと変われたということについてでず。 中学生から社会人と年

代がそれぞれ違う３２人のプ□グラムメンバーと思いを伝え合う機会が多く、 私はそのときに符麗事を言って

しまったり本音が出せなかったりしていました。 そのことで悩んでいるときにプ□グラムの運営をしていた

落ち着いた雰囲気で笑顔が可愛らしいライリーと、 なぜ本音を言うことができないのか考えました。 そこで

私は、 自分の本音を伝えてみんなに嫌われたり、 共感してもらえなかったりすることを恐れて言えていない

ということに気付くことができました。 本当の自分は怖がりなのだとそこで知りました。 私は、 本音を言え

るようになりたいし、 思っていることを索直に伝えられるようになりたいと思いました。 だから、 プログラ

ムの後半からは、 話がまとまっていなくても、 感じたことや思ったことをそのままみんなに伝えようと思い

始めました。 そして、 私はみんなに 「本音を伝えるのが怖い」 と自分の言葉で伝える大切さや楽しさを感じ

ることができ、 新しい自分へと変われたように感じることができました。 このようにいろんなことに挑戦し

たり人と関わっていったりすることで、 新しい自分へと変わっていけるということに気付きました。

　

今回のフィンランドのプログラムを通して、 自分自身の成長へとつなげることができました。 また、 これ

からも自分の本当に思ったことや感じたことを大切にして伝えていきたいです。 そして、１つ１つの機会や人

との出会いに感謝して、 たくさん挑戦し新しい自分へと変わっていきたいです。

皆さんは今、 大切にしている言葉はありますか。 私にはたくさんあります。 今までは、 家族や友人からの

メッセージや、 学校の先生から教わった言葉などがほとんどでした。 私は、 フィンランドへ行って現地の

方々と交流していく中でたくさんの言葉に触れ、 大切にしたい言葉をさらに増やすことができました。 その

中でも、 特に自分に響いた言葉を２つ紹介します。

　

１つ目は、「いつでも挑戦できる」 という言葉です。 この言葉は、 フィンランドに住んでいる日本人の方々

と交流したときに聞いた言葉です。 その交流した方々の中には、「とりあえずフィンランドに来てみた」 と

いう方が多く、 その行動力に驚きました。 たとえ、 確固とした目的がないとしても、 とりあえず挑戦してみ

るという前向きさをとても感じました。 また、 フィンランドでは大人になってからもう１度大学に通って、

今までの仕事とは別の仕事に就いたという方がとても多くいました。 私は今まで、 大学に通うのは「度だけ

だと思い込んでいました。 そのため、 将来の夢はいくつかの候補の中から１つに絞らなければならないと思

っていました。 しかし、 フィンランドで新しい夢にどんどん挑戦している方々と交流して、 私は将来の夢は

いくつあってもよいもので、 したいことをたくさん見つけようと思いました。 もちろん、 フィンランドは学

費が無料だから日本よりも気軽に大学に通うことができるのだと思います。 しかし、 それだけが理由ではな

いはずです。 挑戦しようという気持ちがそうさせるのです。 だから私は、 常に夢を諦めず挑戦する志を持ち

たいです。

　

２つ目は、「ネガティブもポジティブ」 という言葉です，。 この言葉は５８目の夜、 ホテルに帰るまでの道の

りで行ったペアワークのテーマです。 そのワークは、 お互い自分の性格のよくない部分を伝え合い、 それを

ポジティブに言い換えるというものでした。 私は初めて聞いた時、「それは流石に無理だろう。」 と思いまし

た。 しかし、 実際に私がペアに 「人見知りがよくない部分だ」 と伝えると、 ペアの大阪に住む高校１年生の

女の子が、「それは、 時間をかけてゆっくりと仲良くなるってことでいいんじゃない？」 とポジティブに言

い換えてくれました。 この経験を通して私は自分に自信を持とう、 前を向こうと思うことができました。 自

分の性格のよくない部分は、 自分の思うようには直りません。 その部分について悩みすぎてしまうことも多

いと思います。 そんな時こそ、「ネガティブもポジティブ」 という言葉を思い出して、１歩踏み出してみるこ

とがよいのではないかと私は考えます。 それでもあまり前に進めないときは

　

友達や家族、 カウンセラーの

方や学校の先生などに相談して、 ともにネガティブをポジティブに捉え直すとよいと思います。

　

自分の頭の中でモヤモヤとしていることを周りの友達や家族、 学校の先生などに話してみるだけで、 自分

の主観的な視点だけでなく相手の視点を取り入れることができます。 周りの人たちの意見や視点、 そして言

葉を取り入れることで、 新たな世界に１歩踏み入れることができるのではないかと思います。

　

このように、 私はフィンランドへ行き現地の方々と交流していく中で、 たくさんの言葉を学び大切にした

い言葉ができました。 帰国してからその言葉をノートにまとめました。 そのノートを見返すといつでもフィ

ンランドの事を思い出すことができます。 そうすることで改めて言葉の力を感じました。 私の人生の中で１

番 「本当の自分」 と向き合ったフィンランドでの８８間をこれからも大切にしていきたいです。
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私が今回の研修で学んだことは、１週間での経験とは思えないほどにたくさんある。 ここでは、ＩＢずつ振

り返って学びをここに残したいと思う。

　

まず１日目の最初、 国会議事堂の前に建つ国立図書館 「ｏｏｄｉ」 を訪れた。 市民の意見をとりいれていて、
フィンランドの政治のあり方が象徴されていた。 また市民の 「好き」 や 「したい」 がサポートされていて、
税金の使われ方が目に見えてわかって羨ましいなと感じた。「ウエルカムランチ」 では、「したい」 と思った

ら即行勤することの大切さを教えてもらった。 とにかくやってみたら、 何とかなる。 そんな体験話を聞かせ

てもらって行動することへの勇気をもらった。１日目の最後の活動 「インタビューミッション」 では、 意外

にも英語で会話をすることができた。しかし同時に、単語の薄味を知らず、上手く意思疎通ができなかった
ことがとても悔しかった。

　

２８目は、「ヌ．クシオ国立公園ツアー」 で自然と共に１日を認歌した。 自然の空気の純麗さと水の美しさ

に感動し、 自然の恵みの大切さを思い知った。 またそこでの会話で、 先生との関わり方について話した。 そ

こでは私は 「先生や大人が全て正しいというわけではない」 ということを知った。 当たり前に私は今まで、
言われたことｒコ従って生きてきた。 だからこそ、 それに気付けたことは私にとって大きな成長だった。

　

３日目の 「Ｍｅ＆ＭｙＣｉｔｙ」 では、 始めは仕組みはキッザニアに似ていると感じたけれど、 大きく異なる点

が２つあった。１つ目は日本のキッザニアでは、 雇われて 「お金を稼ぐ」 ということに焦点を当てられていた

イメージだったが、 フィンランドでは 「１から自分でつくる」 これこそ 「アントレプレナーシップ」 の教育

だと感じた。２つ目はこういった教育が 「無料」 で受けられるという点である。 また、 職員さんはお話の中

でフィンランドでは 「勉強＝アントレプレナーシップを育てること」 だとおっしゃっていた。 そこからも日

本との違いを大きく感じた。 そうして迎えた 「お食事会」 ではフィンランドの学校に通っている日本人の方

にお話を伺った。 そこで１番印象に残っているのはクラスのルールは自分達で決め、
▲校則は法律だとおっし

ゃっていたことだ。 このＢの最後の意見交流の場では、 みんなの意見の変化やみんなの成長を心から感じ凄

く憧れたし、 同時に焦りもあった。 そして、 この臼気づいた１番大きなことば 「きれいにまとめた言葉よ

り、 とにかく思っていることをそのまま伝えると、 相手の心に届く」 ということだ。

　

４日目の 「小学校訪問」 では、 日本との速いが大きく３つあった。１つ目は、 授業の方法である。 先生は、
目標だけを伝えて、 自分にあった方法で自ら学んでいく。 ただ問題集を解いていく子もいれば、 アクティビ

ティを活用している子もいた。２つ目は、 先生という職業が人気だと言うことだ。 そして３つ目は、 上下感覚

がないということだ。 先生達と気軽に友人のように話すのは当然のことで話を聞くときも自由に聞いてい

た。

　　　　　　　　

－

　　　

－

　

５ＥＩ目は 「偏愛マップ」 の作成から１日が始まった。 そこでは、１つの職業に就くことだけが全てではな

く、「好き」 を仕事にしている人の人生に憧れを感じた。

　

６Ｂ目、 最終日。 みんなと最後の意見交流で出会った素敵な考えをここに残しておこうと思う。「大人の言

葉を信じるな」、「日常に負けるな」、「ＮＯ．１じゃなくてｏｎーｙｌ」、「教育は大人から子どもにではなく、 人から

人に」

　

この１週間で私は１８の長さ、１日での経験の量に驚いた。 これからは１日１８を大切にしていきたいと思っ
た。 そして、 学びは自ら掴みにいくもので、 受身になっていても学びというのは、 全然身に付かないと分か

った。 最後に私は自分の人生を豊かにしていく目標として 「好き」 や 「興味」 を大切にして、 とにかくそれ

を 「□に出す！

　

！」 そして 「行動する！

　

！」 ことをここに宣言しておく。

ＮｏｇａｔａＣｉｔｙ

直方市教育委員会
文化・スポーツ推進課社会教育係

ＴＥＬ

　

Ｏ９４９‐２５‐２３２６
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令和7年度直⽅市中学⽣海外派遣事業

参加申込み期間
市内在住の中学1∼3年⽣対象
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世界を知る。
わたしを見つける。
Let 's  learn about the wor ld and f ind myself .  

直⽅市教育委員会
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Nogata c i ty
entrepreneurship

educat ional � � �
program� �

�
�
�
�
�
�
�
過
�
�
⼀
週
間

【⾏先】フィンランド（ヘルシンキ周辺）
【期間】８⽉17⽇∼24⽇

中学⽣対象

資 料 ４



お問合せ先

Point

アントレプレナーシップ教育先進国
フィンランドで学ぶ５泊７⽇

世界を知ることは、自分の新しい可能性を見つけること。
世界を知りたいと思うその気持ちを、大切にして欲しい。

直⽅市の未来を担うグローバル⼈材の育成のために
市内在住の中学⽣を約１週間海外に派遣します

主　  催

派 遣 先

派遣期間

派遣⼈数

募集要項

参 加 料

直方市教育委員会

フィンランド（ヘルシンキ周辺）

8月17日（日）～24日（日）

8名程度

直方市ホームページに掲載
直方市役所1階こもれびテラス・
直方市役所2階学校教育課にて配布

無料

令和７年度直⽅市中学⽣海外派遣事業の特徴

W
ha

t i
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ntrepreneurship⁉

 

アントレプレナーシップ
っていったい 、なに？

起業家（アントレプレナー）に必要とされる精神【チャレンジ精神・創造性・探究心】や資質・能力
【情報収集・分析力・判断力・実行力・リーダーシップ・コミュニケーション能力】の育成に着目し
た「生きる力」を育てる教育です。不確実性が高く将来の予測が困難なこれからの時代においても、
自分の強みや輝ける環境を認識し、変化のなかに機会を見出して自らイノベーションを起こすことで
未来を切り拓いていくことができる人材の育成を目的としています。

直⽅市が考える「アントレプレナーシップ教育」とは

どんな未来が待っているのか予測がつかないほどめまぐるしく変わっていく時代を生き抜いていくために
は、どんな力が必要だと思いますか？そのヒントがフィンランドで見つけられるかもしれません。世界最高
基準の教育と言われるフィンランドの学校で大切にされているものは「未来を描く力」「自分で自分の人生
を切り拓く力」「自分の人生を主体的に作る力」です。自分自身のことをよく知ることを大切に、そして自
分の「好き」や「得意」が社会とどう繋がっていくか？を考えます。自分が好きなこと・得意なことで、自
分自身と誰かのために新しいものを創造する・変革を起こす。これがフィンランド流の「アントレプレナー
シップ（起業家精神）」と呼ばれるものです。この約1週間の旅では、日本とは全く異なる環境でたくさん
の刺激を受けながら、異文化体験と国際交流を通して、楽しく「アントレプレナーシップ」を学びます。

フィンランド流の「⽣きる⼒」を学ぶ旅
どうして旅先はフィンランドなの？

Point
アントレプレナーシップに
特化したプログラム構成 Point 多彩な体験活動

Point 参加負担⾦無料

誰でも挑戦しやすい機会の提供を目
指し、渡航費用を含む全ての費用を
市が負担します。
（※パスポート取得費用やお小遣い
等の個人的な費用は除く）

漠然と「海外へ行ってみる」だけで
はなく、世界最高基準の教育を実践
する、アントレプレナーシップ教育
の先進国であるフィンランドならで
はのプログラムです。

観光地の周遊やホームステイをメイ
ンとした研修ではなく、自然・文
化・歴史・教育の分野に渡り、1週
間で余すところなく体験します。多
角的な刺激が盛り沢山の内容です。

フィンランドの大自然を散策して、バルト海に面
した美しいヘルシンキの街を自分の足で歩く。現
地の学校は日本とはどう違うのか体験してみよ
う。英語が上手に話せなくても、フィンランドの
学生や先生との交流に挑戦！日本にはないユニー
クな施設で、世界一の教育について学ぶ。自分は
どんなことが好きで、何が得意なのかをじっくり
考えてみる。旅の終わりには、世界最高と言われ
る図書館で、自分自身と向き合う時間を。

プログラムの詳細・申込方法・参加者選考方法等は必ず募集要項をご確認ください

４．20
Sun.10:00∼

事業説明会を開催します
プログラムの詳細のご説明を行います

直⽅市中央公⺠館

お申込みはこちら
事前申込み制です

TEL 0949-25-2323

直 方 市 教 育 委 員 会
学 校 教 育 課 学 校 教 育 係

Nogata c i ty entrepreneurship
                         educat ional  program
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わたしを見つける。
世界へ羽ばたく。
Find myself  and take off  toward the wor ld.  
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⾼校⽣対象

【⾏先】フィンランド（ヘルシンキ周辺）
【期間】８⽉17⽇∼24⽇

参加申込み期間
市内在住かつ市内⾼校に通学する⾼校1∼3年⽣

４.1
Tue.

４．30
Wed.
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直⽅市教育委員会

募集要項はこちら

資 料 ５



お問合せ先

Point

アントレプレナーシップ教育先進国
フィンランドで学ぶ５泊７⽇

世界を知ることは、自分の新しい可能性を見つけること。
世界を知りたいと思うその気持ちを、大切にして欲しい。

直⽅市の未来を担うグローバル⼈材の育成のために
市内在住かつ市内⾼校に通学する⾼校⽣を約１週間海外に派遣します

主　  催

派 遣 先

派遣期間

派遣⼈数

募集要項

参 加 料

直方市教育委員会

フィンランド（ヘルシンキ周辺）

8月17日（日）～24日（日）

5名程度

直方市ホームページに掲載
直方市役所1階こもれびテラス・
直方市役所2階学校教育課にて配布

無料

令和７年度直⽅市⾼校⽣海外派遣事業の特徴
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アントレプレナーシップ
っていったい 、なに？

起業家（アントレプレナー）に必要とされる精神【チャレンジ精神・創造性・探究心】や資質・能力
【情報収集・分析力・判断力・実行力・リーダーシップ・コミュニケーション能力】の育成に着目し
た「生きる力」を育てる教育です。不確実性が高く将来の予測が困難なこれからの時代においても、
自分の強みや輝ける環境を認識し、変化のなかに機会を見出して自らイノベーションを起こすことで
未来を切り拓いていくことができる人材の育成を目的としています。

直⽅市が考える「アントレプレナーシップ教育」とは

どんな未来が待っているのか予測がつかないほどめまぐるしく変わっていく時代を生き抜いていくために
は、どんな力が必要だと思いますか？そのヒントがフィンランドで見つけられるかもしれません。世界最高
基準の教育と言われるフィンランドの学校で大切にされているものは「未来を描く力」「自分で自分の人生
を切り拓く力」「自分の人生を主体的に作る力」です。自分自身のことをよく知ることを大切に、そして自
分の「好き」や「得意」が社会とどう繋がっていくか？を考えます。自分が好きなこと・得意なことで、自
分自身と誰かのために新しいものを創造する・変革を起こす。これがフィンランド流の「アントレプレナー
シップ（起業家精神）」と呼ばれるものです。この約1週間の旅では、日本とは全く異なる環境でたくさん
の刺激を受けながら、異文化体験と国際交流を通して、楽しく「アントレプレナーシップ」を学びます。

フィンランド流の「⽣きる⼒」を学ぶ旅
どうして旅先はフィンランドなの？

Point
アントレプレナーシップに
特化したプログラム構成 Point 多彩な体験活動

Point 参加負担⾦無料

誰でも挑戦しやすい機会の提供を目
指し、渡航費用を含む全ての費用を
市が負担します。
（※パスポート取得費用やお小遣い
等の個人的な費用は除く）

漠然と「海外へ行ってみる」だけで
はなく、世界最高基準の教育を実践
する、アントレプレナーシップ教育
の先進国であるフィンランドならで
はのプログラムです。

観光地の周遊やホームステイをメイ
ンとした研修ではなく、自然・文
化・歴史・教育の分野に渡り、1週
間で余すところなく体験します。多
角的な刺激が盛り沢山の内容です。

フィンランドの大自然を散策して、バルト海に面
した美しいヘルシンキの街を自分の足で歩く。現
地の学校は日本とはどう違うのか体験してみよ
う。英語が上手に話せなくても、フィンランドの
学生や先生との交流に挑戦！日本にはないユニー
クな施設で、世界一の教育について学ぶ。自分は
どんなことが好きで、何が得意なのかをじっくり
考えてみる。旅の終わりには、世界最高と言われ
る図書館で、自分自身と向き合う時間を。

プログラムの詳細・申込方法・参加者選考方法等は必ず募集要項をご確認ください

４．20
Sun.10:00∼

事業説明会を開催します
プログラムの詳細のご説明を行います

直⽅市中央公⺠館

お申込みはこちら
事前申込み制です

TEL 0949-25-2323

直 方 市 教 育 委 員 会
学 校 教 育 課 学 校 教 育 係

Nogata c i ty entrepreneurship
                         educat ional  program


